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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のセルとユーザ機器（ＵＥ）との間でサービスされる第１のトラフィックボリュー
ムを決定することと、ここにおいて、前記第１のセルは１次セルである、
　第２のセルと前記ＵＥとの間でサービスされる第２のトラフィックボリュームを決定す
ることと、ここにおいて、前記第２のセルは２次セルであり、前記第２のトラフィックボ
リュームの少なくとも一部分は前記１次セルによって制御され、前記第１のトラフィック
ボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、前記第１のセルおよび前記第２
のセルによってサービスされる各無線ベアラ向けのトラフィックボリュームを備える、
　前記無線ベアラのうちの少なくとも１つに関連付けられたトリガを検出することと、
　前記検出されたトリガに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のトラフィックボリュ
ームおよび前記第２のトラフィックボリュームを前記ワイヤレス通信ネットワークのノー
ドに報告することと
　を備え、
　ここにおいて、前記第２のセルと前記第１のセルは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を使用する、方法。
【請求項２】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、トラ
フィックの同じストリームに関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のトラフィックボリュームまたは前記第２のトラフィックボリュームのうちの
１つまたは複数は、アクセスポイント名（ＡＰＮ）、デフォルトのデータベアラ、専用デ
ータベアラ、インターネットプロトコル（ＩＰ）フロー、または伝送制御プロトコル（Ｔ
ＣＰ）接続のうちの１つまたは複数に関連付けられたトラフィックを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のトラフィックボリュームは、前記第２のトラフィックボリュームとは異なる
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ように課金される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のセルはライセンス無線周波数スペクトル帯域を使用し、前記第２のセルは非
ライセンス無線周波数スペクトル帯域を使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセルと前記第２のセルは異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、ダウ
ンリンクトラフィックボリュームまたはアップリンクトラフィックボリュームのうちの１
つまたは複数について決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームはデータ
トラフィックボリュームを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、無線
リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングトラフィックボリューム、ネットワークアクセス層
（ＮＡＳ）シグナリングトラフィックボリューム、および制御チャネル物理シグナリング
トラフィックボリュームのうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記検出されたトリガは、無線ベアラ変更、アクティブ化、または非アクティブ化のう
ちの１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームのうちの
１つまたは複数は、前記第１のセルおよび前記第２のセルによって提供される各サービス
データフロー（ＳＤＦ）向けのトラフィックボリュームを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、Ｓ１
－Ｕインターフェース、ＧＴＰ－Ｕヘッダ、Ｓ１－モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ
）インターフェース、または課金データ機能（ＣＤＦ）のうちの１つまたは複数を使って
報告される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームの前記報
告は定期的に実施される、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける第１のネットワーク要素によって、ユーザ機器（
ＵＥ）課金情報を決定するための方法であって、
　前記第１のネットワーク要素によって、前記ＵＥについての少なくとも第１のトラフィ
ックボリュームと第２のトラフィックボリュームとを受信することと、ここにおいて、前
記第１のトラフィックボリュームは、前記ＵＥと第１のセルとの間でサービスされるトラ
フィックの量を示し、前記第１のセルは１次セルであり、前記第２のトラフィックボリュ
ームは、前記ＵＥと第２のセルとの間でサービスされるトラフィックの量を示し、前記第
２のセルは２次セルであり、前記第２のトラフィックボリュームの少なくとも一部分は前
記１次セルによって制御され、前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラ
フィックボリュームは、前記第１のセルおよび前記第２のセルによってサービスされる各
無線ベアラ向けのトラフィックボリュームを備える、
　前記第１のネットワーク要素によって、前記第１のトラフィックボリュームおよび前記
第２のトラフィックボリュームに少なくとも部分的に基づいて、ベアラ単位で前記ＵＥに
ついて課金情報を収集する課金データ記録を生成することと
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　を備え、
　ここにおいて、前記第２のセルと前記第１のセルは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を使用する、方法。
【請求項１５】
　前記第１および第２のトラフィックボリュームは、前記ＵＥに与えられるトラフィック
の同じストリームに関連付けられる、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記受信された第１のトラフィックボリュームと前記第２のトラフィックボリュームと
を第２のネットワーク要素にフォワードすることをさらに備え、ここにおいて、前記第１
のネットワーク要素は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）またはサービングゲート
ウェイのうちの１つまたは複数を備え、前記第２のネットワーク要素は、サービングゲー
トウェイまたはパケットデータネットワークゲートウェイのうちの１つまたは複数を備え
る、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記課金データ記録を生成することは、
　前記第１のネットワーク要素によって、第１の課金レートに少なくとも部分的に基づい
て、前記第１のトラフィックボリュームについての課金を算出することと、
　前記第１のネットワーク要素によって、前記第１の課金レートとは異なる第２の課金レ
ートに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のトラフィックボリュームについての課金
を算出することとを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２のセルと前記ＵＥとの間のワイヤレス接続は、非ライセンス無線周波数スペク
トル帯域を使って確立される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリ中に記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、前記装置に、
　第１のセルとユーザ機器（ＵＥ）との間でサービスされる第１のトラフィックボリュー
ムを決定させ、ここにおいて、前記第１のセルは１次セルである、
　第２のセルと前記ＵＥとの間でサービスされる第２のトラフィックボリュームを決定さ
せ、ここにおいて、前記第２のセルは２次セルであり、前記第２のトラフィックボリュー
ムの少なくとも一部分は前記１次セルによって制御され、前記第１のトラフィックボリュ
ームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、前記第１のセルおよび前記第２のセル
によってサービスされる各無線ベアラ向けのトラフィックボリュームを備える、
　前記無線ベアラのうちの少なくとも１つに関連付けられたトリガを検出させ、
　前記検出されたトリガに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のトラフィックボリュ
ームおよび前記第２のトラフィックボリュームを前記ワイヤレス通信ネットワークのノー
ドに報告させる
　ように前記プロセッサによって実行可能であり、
　ここにおいて、前記第２のセルと前記第１のセルは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を使用する、装置。
【請求項２０】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、トラ
フィックの同じストリームに関連付けられる、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１のトラフィックボリュームは、前記第２のトラフィックボリュームとは異なる
ように課金される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
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　前記第１のセルはライセンス無線周波数スペクトル帯域を使用し、前記第２のセルは非
ライセンス無線周波数スペクトル帯域を使用する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のセルと前記第２のセルは異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する、請
求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、Ｓ１
－Ｕインターフェース、ＧＴＰ－Ｕヘッダ、Ｓ１－モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ
）インターフェース、または課金データ機能（ＣＤＦ）のうちの１つまたは複数を使って
報告される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける第１のネットワーク要素によって、ユーザ機器（
ＵＥ）課金情報を決定するための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリ中に記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、前記装置に、
　前記ＵＥについての少なくとも第１のトラフィックボリュームと第２のトラフィックボ
リュームとを受信させ、ここにおいて、前記第１のトラフィックボリュームは、前記ＵＥ
と第１のセルとの間でサービスされるトラフィックの量を示し、前記第１のセルは１次セ
ルであり、前記第２のトラフィックボリュームは、前記ＵＥと第２のセルとの間でサービ
スされるトラフィックの量を示し、前記第２のセルは２次セルであり、前記第２のトラフ
ィックボリュームの少なくとも一部分は前記１次セルによって制御され、前記第１のトラ
フィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、前記第１のセルおよび
前記第２のセルによってサービスされる各無線ベアラ向けのトラフィックボリュームを備
える、
　前記第１のトラフィックボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームに少なく
とも部分的に基づいて、ベアラ単位で前記ＵＥについて課金情報を収集する課金データ記
録を生成させる
　ように前記プロセッサによって実行可能であり、
　ここにおいて、前記第２のセルと前記第１のセルは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を使用する、装置。
【請求項２６】
　前記第１および第２のトラフィックボリュームは、前記ＵＥに与えられるトラフィック
の同じストリームに関連付けられる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、前記受信された第１
のトラフィックボリュームと前記第２のトラフィックボリュームとを第２のネットワーク
要素にフォワードさせる、ここにおいて、前記第１のネットワーク要素は、モビリティ管
理エンティティ（ＭＭＥ）またはサービングゲートウェイのうちの１つまたは複数を備え
、前記第２のネットワーク要素は、サービングゲートウェイまたはパケットデータネット
ワークゲートウェイのうちの１つまたは複数を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第２のセルと前記ＵＥとの間のワイヤレス接続は、非ライセンス無線周波数スペク
トル帯域を使って確立される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２９】
　命令を記憶するコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、少なくとも１つのプロセ
ッサに、
　第１のセルとユーザ機器（ＵＥ）との間でサービスされる第１のトラフィックボリュー
ムを決定することと、ここにおいて、前記第１のセルは１次セルである、
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　第２のセルと前記ＵＥとの間でサービスされる第２のトラフィックボリュームを決定す
ることと、ここにおいて、前記第２のセルは２次セルであり、前記第２のトラフィックボ
リュームの少なくとも一部分は前記１次セルによって制御され、前記第１のトラフィック
ボリュームおよび前記第２のトラフィックボリュームは、前記第１のセルおよび前記第２
のセルによってサービスされる各無線ベアラ向けのトラフィックボリュームを備える、
　前記無線ベアラのうちの少なくとも１つに関連付けられたトリガを検出することと、
　前記検出されたトリガに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のトラフィックボリュ
ームおよび前記第２のトラフィックボリュームをワイヤレス通信ネットワークのノードに
報告することと
　のステップを行わせ、
　ここにおいて、前記第２のセルと前記第１のセルは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を使用する、コンピュータ可読媒体。
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